
  

 

 

  

 
 

４月５日、新学年に大きな期待と少しの不安をもち登校したのではないでしょうか。新しい学級、仲間、先

生に一喜一憂する姿が印象的でした。どこか物足りなさのあった校舎に生徒の声が響き渡り、令和６年度

のスタートを改めて実感しました。生徒のより良い成長のため、教職員一丸となってサポートをしていきたい

と思います。今年度もよろしくお願いいたします。 
 

「自分の道を切り拓くために」 第７8回入学式 校長式辞より(一部抜粋) 

校長 佐藤 哲洋   
 

新入生の皆さんに、新たな中学校生活に向けて、私からお願い

したいことを三つ、お話しさせていただきます。 

一つ目は、「自分から進んで挑戦してほしい」ということです。富

士宮四中の学校教育目標は「主体的に行動する生徒」です。「主

体的」とは「自分の意思で行動する」ということです。私は、学校は

自分自身を鍛えるところだと思っています。心や体を鍛えるために

は、何事にも挑戦することが大切です。やらずに後悔するのではな

く、実行することが大切です。たとえ、それがうまくいかなくても、失敗から学ぶことは多くあります。自分の

良さを伸ばすためにも、誰かにやらされるのでなく、自分から進んで挑戦し、本当の力を身に付けてくださ

い。 

二つ目は、「自分も仲間も大切にしてほしい」ということです。私たちは多くの人と関わり合いながら生

活をしています。人を支える時もあるでしょうし、支えられることもあるでしょう。だから、自分自身を大切に

すること、そして、他の人も大切にすることを考えて行動してほしいと思います。相手の立場に立って物事

を考え、思いやりのある行動をとれる中学生になってください。この富士宮第四中学校で、自分の可能性

を伸ばすとともに、仲間の良さもたくさん見付けて、お互いに認め合える仲間をたくさんつくっていきましょ

う。そのことが、中学校生活を豊かにすることになります。この富士宮四中で出会った仲間は一生の宝物

です。 

三つ目は、「様々なことを深く考えてほしい」ということです。皆さんは三年後、自分の進むべき道を決

めてそれぞれの道に進んでいきます。中学校は自分自身の進路を探す三年間です。皆さんの未来には限

りない可能性が広がっています。自分の夢や希望を実現するためにどうしたらよいのか、どの道を選んで

進んでいくのかを、自分自身で決めていかなければなりません。自分の道を決めるために必要なのは

「深く考える力」です。毎日の授業や学校行事等、あらゆる活動の中で、深く考えて行動してください。そ

の考える力が自分の輝かしい未来を切り拓く力になります。 

 私たちは、コロナ禍での生活で、これまで当たり前にできたことが当たり前にできない日々を経験しま

した。世の中に目を向ければ、大きな自然災害に見舞われ、今まさに当たり前のことが当たり前にできな

い生活を強いられている人たちがいます。当たり前に生活できることへの感謝、これまで支えてくれた人

たちへの感謝を胸に、今日から、富士宮第四中学校の一員として、価値ある体験をし、さらに大きく成長

するよう中学校生活を送ってください。そして、自分の進むべき道を、自信をもって進んでいけるようにしま

しょう。 
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中学校では、新しい仲間と出会い、その仲間とともに勉学に励み、部活動

に打ち込む、そんな学校生活を送りたいと思っています。私の目標は、どん

なことにも挑戦することです。新しい仲間と出会えるという面では、たくさ

んの人に話し掛ける勇気が必要だと考えています。だから、笑顔を大事に

し、声を掛けて、困ったときに助け合える関係を築いていきたいです。 
 

 
 

授業では、積極的に自分の意見を発表して仲間との学び合いを大切にし

たり、家庭でも、それぞれの目標を達成できるように努力したりするな

ど、一人一人が勉強を頑張っています。また、中学校には生徒会活動とい

うものがあり、常時活動はもちろんのこと、四中最大の行事である四魂祭

を生徒主体で創り上げていきます。中学校は、小学校に比べて、行事や部

活動、勉強を通してたくさんの仲間と切磋琢磨し、大切な思い出がたくさんできる場所だと思い

ます。仲間とともに、誇れるような温かい四中をつくっていきましょう。 
 

 
 

（２年生代表 山田 百華 さん） 

「新しいことに挑戦する」「疑問をもつ」「何でも全力で取り組む」 

この３つを大切にして、授業で自分の考えを積極的に発表すること

や、苦手な教科を苦手なままにせず自主的に努力したり、新しいクラス

でも友達とうまくコミュニケーションをとったりしたいです。自然教室

では、みんなと協力して楽しみながら、全員が自然を満喫してくれるように、実行委員として

全力を尽くしたいと思います。 

（３年代表 望月 太陽 さん） 

３年生になり一番思うことは、今この時を大切にしていきたいという

ことです。５月に修学旅行、そして来年には受験があります。どちらも

仲間と協力をしてよりよくしていくものです。学年目標である「笑顔満

開」になるように、学年全体で切磋琢磨でき、励ましていけるようにし

ていきたいです。一日一日を大切にし、「迷ったらＧＯ」を意識して、勇気をもってみんなで

進んでいきたいです。 

（７・８組代表 若林 美月 さん） 

３年生になって頑張りたいことは３つあります。１つ目は、「後輩の手

本になるような行動をとる」ことです。苦手な活動にも逃げずに取り組

み、落ち着いた行動をしたいです。２つ目は、「仲間意識、団結力の向上

を目指す」ことです。大事な行事だけでなく、普段の生活の中で、誰かが

困っていたら、みんなで助けようとするクラスを目指したいです。３つ目は、「卒業後の進路

に向けて、志望校に合格するために勉強をがんばる」ことです。自主勉強をし、少しでも分か

るところを増やしていきたいです。 

新入生代表宣誓（一部抜粋） １年 戸上 紗花 さん 

在校生代表歓迎の言葉（一部抜粋） 生徒会長 山内 悠真 さん 

１学期始業式生徒代表の言葉（一部抜粋） 


